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旧 新 

３ －２  都市施設の整備に関する 方針 

( 1)  交通施設の整備の方針 

①基本方針 

○広域交通ネッ ト ワ ーク の充実・ 強化 

本都市計画区域には、 名神高速道路彦根イ ンタ ーチェ ンジおよ び北陸自動車道長浜イ ンタ ーチェ ンジ、 一般

国道８ 号、 21 号、 306 号、 307 号およ び 365 号なら びにＪ Ｒ 東海道新幹線米原駅、 Ｊ Ｒ 東海道本線およ びＪ

Ｒ 北陸本線等の広域交通基盤が整備さ れ、 滋賀県の交通の要衝と し ての役割を果たし ている 。 現在、 こ の広域

交通基盤を活かし た内陸型工業の立地や観光等産業活動が行われており 、 今後と も こ う し た活動を支援する た

め、 増大する と 予想さ れる 交通量に対応でき る 広域交通ネッ ト ワ ーク の充実・ 強化を図る 。  

 

 

○バラ ンス よ い発展を支える 道路網の形成 

本都市計画区域では、 市街地内の幹線道路整備の遅れも あり 、 通過交通が市街地内に流入し 、 一部の区間に

交通が集中し 渋滞を生じ さ せている 。 そのため、 道路機能に応じ た道路網の形成を進める こ と と し 、 特に市街

地内外交通の混雑解消を図る こ と と 、 中心地と 周辺地のバラ ンス のよ い発展に寄与する よ う 、 骨格幹線道路を

効率的かつ計画的に整備する 。  

 

 

○ゆと り と 潤いのある 道路の整備 

湖岸部や彦根城、 多賀大社などの歴史資源を有する 市街地の道路は、 交通処理機能の他、 観光、 レク リ エー

ショ ン利用や風格ある 市街地形成など多様な機能が求めら れる 。 湖周辺の自然や趣のある 市街地環境と 一帯と

なって、 ゆと り や潤いが感じ ら れる 道路環境を創造する ため、 緑豊かで景観に配慮し た道路整備を進める 。  

 

 

 

 

 

 

○利用し やすい公共交通体系の確立 

円滑な都市活動を維持推進し 、 歩いて暮ら せる まちづく り を進める ためには、 大量輸送機関である 鉄道の有

効活用と 適切なバス サービス の確保、 鉄道駅等へのアク セス およ び乗り 換え機能の改善に努める 必要がある 。

鉄道施設の利便性の向上や充実をはじ め、 ユニバーサルデザイ ンなど歩行環境面にも 配慮し た鉄道駅等へのア

ク セスの改善、 パーク アンド ラ イ ド の検討も 含めた交通結節機能の強化、 およ び文化・ 福祉・ 医療施設の配置

を考慮し た機能的なネッ ト ワ ーク 化を図る 。  

 

 

 

３ －２  都市施設の整備に関する 方針 

( 1)   交通施設の整備の方針 

①基本方針 

○広域交通ネッ ト ワーク の充実・ 強化 

本都市計画区域には、名神高速道路彦根イ ンタ ーチェ ンジ、多賀ス マート イ ンタ ーチェ ンジおよ び北陸自動

車道長浜イ ンタ ーチェ ンジ、 一般国道８ 号、 21 号、 306 号、 307 号およ び 365 号なら びにＪ Ｒ 東海道新幹線米

原駅、Ｊ Ｒ 東海道本線およ びＪ Ｒ 北陸本線およ び近江鉄道線等の広域交通基盤が整備さ れ、滋賀県の交通の要

衝と し ての役割を果たし ている 。  

現在、こ の広域交通基盤を活かし た内陸型工業の立地や観光等産業活動が行われており 、今後と も こ う し た

活動を支援する ため、 神田ス マート イ ンタ ーチェ ンジ（ 仮称） などによ る 増大する と 予想さ れる 交通量に対応

でき る 広域交通ネッ ト ワ ーク の充実・ 強化を図る 。  

 

○バラ ンス よ い発展を支える 道路網の形成 

本都市計画区域では、 市街地内の幹線道路整備の遅れも あり 、 通過交通が市街地内に流入し 、 一部の区間に

交通が集中し 渋滞を生じ さ せている 。 そのため、 道路機能に応じ た道路網の形成を進める こ と と し 、 特に市街

地内外交通の混雑解消を図る こ と と 、中心地と 周辺地のバラ ンス のよ い発展に寄与する よ う 、骨格幹線道路を

効率的かつ計画的に整備する 。  

 

 

○ゆと り と 潤いのある 道路の整備 

湖岸部や彦根城、 多賀大社などの歴史資源を有する 市街地の道路は、 交通処理機能の他、 観光、 レ ク リ エー

ショ ン利用や風格ある 市街地形成など多様な機能が求めら れる 。  

湖周辺の自然や趣のある 市街地環境と 一帯と なって、 ゆと り や潤いが感じ ら れる 道路環境を創造する ため、

緑豊かで景観に配慮し た道路整備を進める 。  

また、 自転車で琵琶湖を一周する 「 ビワ イ チ」 は令和元年 11 月に第１ 次ナショ ナルサイ ク ルルート の指定

を受けており 、地域活性化に向け、安全安心で快適にサイ ク リ ングを楽し むこ と ができ る 自転車通行空間整備

を引き 続き 進めていく と と も に、 湖岸周辺から 離れた県内各地の観光地等を周遊する「 ビワ イ チ・ プラ ス」 の

整備を市町と 連携し ながら 進める 。あわせて拠点においては、官民連携によ る ウ ォ ーカブル空間の創出など既

存ス ト ッ ク を活用し た居心地の良く 歩き たく なる 空間の創出、 オープンス ペースの充実を図る 。  

 

○利用し やすい公共交通体系の確立 

円滑な都市活動を維持推進し 、歩いて暮ら せる まちづく り を進める ためには、大量輸送機関である 鉄道の有

効活用と 適切なバスサービス の確保、 鉄道駅等へのアク セスおよ び乗り 換え機能の改善に努める 必要がある 。 

鉄道施設の利便性の向上や充実をはじ め、ユニバーサルデザイ ンなど歩行環境面にも 配慮し た鉄道駅等への

アク セス の改善、自動運転の導入の推進、 拠点間を 結ぶバス の活用や、 LRT・ BRT等の新交通シス テムの導入と

いっ た道路と 鉄道が連携し た人流と 物流のマルチモーダル輸送施策の推進やそれら に合わせた専用レーン整

備など、 多様な交通手段に対応し た道路整備の検討も 含めた交通結節機能の強化、 およ び文化・ 福祉・ 医療施

設の配置を考慮し た機能的なネッ ト ワ ーク 化を図る 。  
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旧 新 

○都市計画道路の見直し 検討 

計画決定から 長期間経過し 、 整備のめどが立たない路線については、 当該地域における 住民等のニーズ、 代

替交通処理の可能性、 既存の道路網や土地利用と の整合性、 目的達成のための有効な計画内容の妥当性、 実現

性等を勘案し た見直し （ 廃止・ 規格変更など） を進めており 、 今後も 必要に応じ た見直し を図っていく も のと

する 。  

 

 

②主要な施設の配置、 整備の方針 

 

 ａ ） 道路 

広域交通需要に応じ て、 名神高速道路、 北陸自動車道、 一般国道８ 号、 21 号、 306 号等の広域交通ネッ ト ワ

ーク を形成する 道路の機能強化を図る と と も に、 イ ンタ ーチェ ンジ周辺に流通施設の整備を促進する 。  

各市町を縦貫する 主要幹線道路と それに接続する 東西幹線道路、 各市町の市街地骨格を形成する 都市計画道

路の整備を促進する 。  

湖辺部や市街地部を中心に、 潤いと 景観に配慮し た道路整備を 進める こ と で、 利用促進を図る 。  

 

 
ｂ ） 鉄道、 バス 等 

Ｊ Ｒ 各線、 近江鉄道、 バス 等の公共交通機関の利便性向上を促進する と と も に、 公共交通機関の利用を 支援

する 周辺の道路、 駅前広場、 駐車場・ 駐輪場等の整備を促進する 。 また、 びわこ 京阪奈線（ 仮称） 鉄道構想を

推進する 。  

今後、 必要性が高まる バス 交通ネッ ト ワ ーク について、 教育・ 医療・ 福祉施設の配置や利用状況を勘案し 、

バス 停の改善等必要な施設整備を促進する 。  

 

 

ｃ ） その他 

ユニバーサルデザイ ンの歩道づく り など、 人に優し い歩行環境整備を進める 。  

 

○都市計画道路の見直し 検討 

計画決定から 長期間経過し 、 整備のめど が立たない路線については、 当該地域における 住民等のニーズ、 代

替交通処理の可能性、 既存の道路網や土地利用と の整合性、 目的達成のための有効な計画内容の妥当性、 実現

性等を勘案し た見直し（ 廃止・ 規格変更など） を進めており 、 今後も 必要に応じ た見直し を図っ ていく も のと

する 。  

 

 

②主要な施設の配置、 整備の方針 

 

ａ ） 道路 

広域交通需要に応じ て、 名神高速道路、 北陸自動車道、 一般国道８ 号、 21 号、 306 号等の広域交通ネッ ト ワ

ーク を形成する 道路の機能強化を図る と と も に、 イ ンタ ーチェ ンジ周辺に流通施設の整備を促進する 。  

各市町を縦貫する 主要幹線道路と それに接続する 東西幹線道路、 各市町の市街地骨格を形成する 都市計画

道路の整備を促進する と と も に、 安全的な人流・ 物流の確保に向けて、 被災時の通行止めも 考慮し 、 ダブルネ

ッ ト ワ ーク 化によ る代替路確保を行う 。  

湖辺部や市街地部を中心に、 潤いと 景観に配慮し た道路整備を進める こ と で、 利用促進を図る 。  

 

ｂ ） 鉄道、 バス 等 

Ｊ Ｒ 各線、 近江鉄道線、 バス 等の公共交通機関の利便性向上を促進する と と も に、 公共交通機関の利用を支

援する 周辺の道路、 駅前広場、 駐車場・ 駐輪場等の整備を促進する 。 また、 びわこ 京阪奈線（ 仮称） 鉄道構想

を推進し 、 近江鉄道線については、 上下分離方式へ移行し 、 鉄道を軸と する 持続可能な地域公共交通ネッ ト ワ

ーク の構築の推進を図る 。  

今後、 必要性が高まる バス 交通ネッ ト ワ ーク について、 教育・ 医療・ 福祉施設の配置や利用状況を勘案し 、

バス 停の改善等必要な施設整備を促進する 。  

 

ｃ ） その他 

ユニバーサルデザイ ンの歩道づく り など、 人に優し い歩行環境整備を進める 。  
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旧 新 

③主要な施設の整備目標 

本都市計画区域における交通施設のう ち、 現在事業を実施しているものおよび優先的におおむね 10 年以内に実施す

ること を予定する主要な事業は次のと おり と する。  

 

 

【 現在事業を実施しているものおよびおおむね  10  年以内に実施すること を予定する主要な事業】  

種 

別 
名 称 整備区間等 備考 

道

路 

 

一般国道８ 号 

長浜市～彦根市（ 米原バイ パス）  実施中 

彦根市～東近江市 予定 

米原貨物タ ーミ ナル 実施中 

3・ 4・ 19 原松原線 彦根市原町～古沢町 実施中 

3･5･202 山田敏満寺線 

（ 一般国道 307 号）  

多賀町多賀～敏満寺 
予定 

3・ 4・ 21 長曽根銀座線 城町～本町 予定 

3・ 4・ 20 原長曽根線 安清跨線橋 予定 

3・ 4・ 10 地福寺神照線 長浜市平方町～八幡東町 実施中 

3･4･8 豊公園森線 

（ 木之本長浜線）  

長浜市森町～祇園町 
実施中 

大津能登川長浜線 彦根市甘呂町 実施中 

愛知川彦根線 彦根市野良田町～彦富町 実施中 

神郷彦根線 彦根市南川瀬町 実施中 

間田長浜線 米原市朝日～長浜市石田町 実施中 

鉄

道 

Ｊ Ｒ 稲枝駅改築橋上化 － 実施中 

近江鉄道近代化 全線 実施中 

※道路については、 平成 25 年(2013 年)３ 月策定の滋賀県道路整備アク ショ ンプログラムを参照している。  

 

 

( 2)  下水道およ び河川の整備の方針 

①基本方針  

ａ ） 下水道 

下水道については、 健康で快適な生活環境の確保や河川等の公共用水域における水質の保全や浸水被害の防除を図る

ため、 「 琵琶湖流域別下水道整備総合計画」 と の整合を図り つつ、 公共下水道の事業を促進する。  

 

③主要な施設の整備目標 

本都市計画区域における 交通施設のう ち、 現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむね 10 年以内

に実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね 10 年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業】  

種
別 

名 称 整備区間等 備考 

道
路 

一般国道８ 号 
長浜市～彦根市（ 米原バイ パス）  実施中 

彦根市～東近江市 予定 

3･5･202 山田敏満寺線 

（ 一般国道 307 号）  
多賀町多賀～敏満寺 予定 

多賀醒ヶ 井線 多賀町久徳～河内 実施中 

佐目敏満寺線 多賀町敏満寺 実施中 

水谷彦根線 多賀町水谷～彦根市仏生寺 実施中 

3・ 4・ 19 原松原線 

（ 彦根環状線）  
原・ 古沢 実施中 

稲部本庄線 彦根市金田町～彦富町 実施中 

芹橋彦富線 彦根市稲部町～彦富町 実施中 

3・ 4・ 25 立花船町線 

（ 佐和立花線）  
立花・ 佐和 実施中 

3・ 4・ 108 松原町大黒前鴨ノ 巣

線（ 松原町大黒前鴨ノ 巣線）  
松原 実施中 

3・ 5・ 113 稲枝西口停車場線 

（ 稲枝西口停車場線）  
彦富町 実施中 

3･4･8 豊公園森線 

（ 木之本長浜線）  
長浜市森町～祇園町 実施中 

加田田村線 長浜市加田町 予定 

3・ 4・ 7 下阪浜本庄線 

（ 大野木志賀谷長浜線）  
長浜市本庄町～永久寺 実施中 

大野木志賀谷長浜線 長浜市鳥羽上町 予定 

3・ 4・ 11 大戌亥山階線 

（ 伊部近江線）  
宮司・ 山階 予定 
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鉄
道 

近江鉄道上下分離化 全線 実施中 

近江鉄道近代化 全線 実施中 

※道路については令和５ 年３ 月策定の滋賀県道路整備アク ショ ンプロ グラ ムを参照し ている 。  

 

( 2)   下水道およ び河川の整備の方針 

①基本方針  

ａ ） 下水道 

下水道については、 健康で快適な生活環境の確保や河川等の公共用水域における 水質の保全や浸水被害の

防除を図る ため、「 琵琶湖流域別下水道整備総合計画（ 令和元年 6 月改定）」 と の整合を図り つつ、 公共下水道

の事業を促進する 。  
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ｂ ） 河川 

河川については、 「 淀川水系湖東圏域河川整備計画（ 平成 25 年度策定） 」 、 「 淀川水系東近江圏域河川整備計画

（ 平成 22 年度策定） 」 、 「 淀川水系・ 木曽川水系湖北圏域河川整備計画（ 策定中） 」 に基づき、 治水、 利水および河

川環境の整備・ 保全のバランスの取れた整備を促進する。  

 

 

②主要な施設の配置、 整備の方針  

ａ ） 下水道 

本都市計画区域の公共下水道については、 分流式下水道と する。 琵琶湖流域下水道事業計画（ 東北部処理区） と の整

合を図り ながら、 公共下水道の未整備箇所について計画に従って事業の進捗を図り 、 都市住民の快適な生活環境の確保

と 河川等の水質の保全と 浸水被害の防除に努める。  

 

ｂ ） 河川 

河川整備計画に基づき、 河川環境を保全しつつ治水上の安全性を確保するため、 多自 然川づく り などの手法を用い

て、 各河川の実情にあわせた改修事業を促進するとと もに、 河川環境上必要な箇所については自然再生等の事業を促進

する。 また、 彦根城の堀など 歴史的資産の一部を構成する水辺については、 水質や景観の保全等を図り 、 自然や歴史・

文化を楽しめる場づく り を図る。  

 

 

③主要な施設の整備目標  

ａ ） 下水道 

本都市計画区域における下水道のう ち、 現在事業を実施しているものおよび優先的におおむね 10 年以内に実施する

こと を予定する主要な事業は次のと おり と する。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね  10  年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業】  

種 別 名 称 等 事業地 備考 

下水道 東北部長浜第二幹線 米原市 実施中 

東北部彦根第二幹線 彦根市～豊郷町 実施中 

東北部浄化センタ ー 彦根市 実施中 

彦根市公共下水道 彦根市 実施中 

長浜市公共下水道 長浜市 実施中 

米原市公共下水道 米原市 実施中 

多賀町公共下水道 多賀町 実施中 

 

 

 

 

ｂ ） 河川 

河川については、「 淀川水系・ 木曽川水系湖北圏域河川整備計画（ 令和 2 年度策定）」「 淀川水系湖東圏域河

川整備計画（ 平成 25 年度策定）」、「 淀川水系東近江圏域河川整備計画（ 平成 22 年度策定）」、 に基づき 、 治水、

利水およ び河川環境の整備・ 保全のバラ ンス の取れた整備を促進する 。  

 

 

②主要な施設の配置、 整備の方針  

ａ ） 下水道 

本都市計画区域の公共下水道については、分流式下水道と する 。琵琶湖流域下水道事業計画（ 東北部処理区）

と の整合を図り ながら 、公共下水道の未整備箇所について計画に従って事業の進捗を図り 、都市住民の快適な

生活環境の確保と 河川等の水質の保全と 浸水被害の防除に努める 。  

 

ｂ ） 河川 

河川整備計画に基づき 、 河川環境を保全し つつ治水上の安全性を確保するため、 多自 然川づく り などの手

法を用いて、各河川の実情にあわせた改修事業を促進する と と も に、河川環境上必要な箇所については自然再

生等の事業を促進する 。 また、 彦根城の堀など 歴史的資産の一部を構成する 水辺については、 水質や景観の

保全等を図り 、 自然や歴史・ 文化を楽し める 場づく り を 図る。  

 

③主要な施設の整備目標  

ａ ） 下水道 

本都市計画区域における 下水道のう ち、 現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむね 10 年以内に

実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 
【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね 10 年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業】  

種別 名称等 事業地 備考 

下水道 東北部浄化センタ ー 彦根市 実施中 

彦根市公共下水道 彦根市 実施中 

長浜市公共下水道 長浜市 実施中 

米原市公共下水道 米原市 実施中 

多賀町公共下水道 多賀町 実施中 
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ｂ ） 河川 

本都市計画区域における河川のう ち、 現在実施している主要な事業は次のと おり である。  

 

【 現在事業を実施し ている 主要な事業】  

種別 名 称 等 事業地 

河川 矢倉川 彦根市 

長浜新川 長浜市 

犬上川 彦根市 

野瀬川 彦根市 

愛知川 彦根市 

芹川 彦根市 

 

( 3) その他の都市施設の整備の方針 

①基本方針  

ａ ） 上水道 

上水道については、 水道整備がほぼ完了しているものの、 引き続き良質の水を安定供給していく ため、 水質管理の充

実および水源の確保、 施設の拡張・ 改良に努める。  

 

ｂ ） 汚物処理場 

汚物処理場については、 下水道整備等と あわせて、 琵琶湖の水質保全を図るなどのため、 施設の適切な維持管理に努

める。  

 

ｃ ） 廃棄物処理施設 

循環型社会の構築を図るため、 廃棄物の適正処理、 資源の再利用、 ごみの減量化などの各種施策および施設の整備に

ついて「 第三次滋賀県廃棄物処理計画（ 平成 23 年度策定予定） 」 、 「 滋賀県一般廃棄物処理広域化計画（ 平成 11 年 

3 月策定） 」 および市町等の策定する「 一般廃棄物処理計画」 に基づき推進していく 。 なお、 ごみ焼却場等の施設につ

いてはダイオキシン類による環境汚染の防止に関する責務を実行する。  

 

ｄ ） 教育・ 文化施設 

教育・ 文化施設については、 教育の充実、 教養の増進を図る上で重要であるため、 都市と して適正な配置や機能の維

持・ 改善に努める。  

 

ｅ ） 医療・ 社会福祉施設 

高齢社会を踏まえ、 高齢者や障害者をはじめ、 必要な人が利用しやすい、 福祉・ 医療施設の整備を進めるとと もに、

都市と して適正な配置や充実に努める。  

ｂ ） 河川 

本都市計画区域における 河川のう ち、 現在実施し ている 主要な事業は次のと おり である 。  

【 現在事業を実施し ている 主要な事業】  

種別 名称等 事業地 

河川 矢倉川 彦根市 

長浜新川 長浜市 

犬上川 彦根市 

野瀬川 彦根市 

愛知川 彦根市 

芹川 彦根市 

 

( 3)   その他の都市施設の整備の方針 

①基本方針  

ａ ） 上水道 

上水道については、 水道整備がほぼ完了し ている も のの、 引き 続き 良質の水を 安定供給し ていく ため、 水質

管理の充実およ び水源の確保、 施設の拡張・ 改良に努める 。  

 

ｂ ） 汚物処理場 

汚物処理場については、 下水道整備等と あわせて、 琵琶湖の水質保全を図る などのため、 施設の適切な維持

管理に努める 。  

 

ｃ ） 廃棄物処理施設 

循環型社会の構築を図る ため、 廃棄物の適正処理、 資源の再利用、 ごみの減量化などの各種施策およ び施設

の整備について「 第五次滋賀県廃棄物処理計画（ 令和３ 年７ 月策定）」、「 滋賀県一般廃棄物処理広域化計画（ 平

成 11 年３ 月策定）」 およ び市町等の策定する「 一般廃棄物処理計画」 に基づき 推進し ていく 。 なお、 ごみ焼却

場等の施設についてはダイ オキシン類によ る 環境汚染の防止に関する 責務を実行する 。  

 

ｄ ） 教育・ 文化施設 

教育・ 文化施設については、 教育の充実、 教養の増進を図る 上で重要である ため、 都市と し て適正な配置や

機能の維持・ 改善に努める 。  

 

ｅ ） 医療・ 社会福祉施設 

高齢社会を踏ま え、 高齢者や障害者をはじ め、 必要な人が利用し やすい、 福祉・ 医療施設の整備を進める と

と も に、 都市と し て適正な配置や充実に努める 。  
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ｆ ） 市場およ び火葬場 

市場については、 日常物資に関する効率的な機能を確保するため、 適切な卸売り 機能の維持・ 改善に努める。  

火葬場については、 需要の動向を見極めながら、 適切な機能の確保に努める。  

 

②主要な施設の配置、 整備の方針  

ａ ） 上水道 

上水道については、 彦根市、 長浜市、 米原市、 多賀町に浄水場あるいは水源地があり 、 これら取水施設や送水施設等

の維持・ 充実に努める。  

 

ｂ ） 汚物処理場 

汚物処理場については、 彦根市衛生処理場および湖北広域行政事務センター第一プラント の２ 箇所があるが、 施設の

適切な維持管理に努めること により 、 下水道整備等と あわせて、 琵琶湖における環境基準をできるだけ速やかに達成で

きるよう に取り 組んでいく 。  

 

 

 

ｃ ） 廃棄物処理施設 

ごみ焼却場については、 現在彦根市清掃センターと 湖北広域行政事務センタークリ スタルプラザがあり 、 適切な維持

管理に努める。 なお、 彦根市清掃センターについては施設が老朽化していること から、 広域的な利用も含め、 再整備を

検討する。  

 

 

ｄ ） 教育・ 文化施設 

教育文化施設については、 身近な施設である小学校をはじめ、 市町ごと の核になる施設など、 より 強まる人々の文化

ニーズに対応できるよう 、 今後とも引き続き施設の適切な運用に努めると ともに、 都市拠点への再配置も検討する。  

 

 

ｅ ） 医療・ 社会福祉施設 

医療施設については、 核と なる赤十字病院や市立病院から地域密着型の診療所があり 、 公的病院の充実や休日、 夜

間、 救急診療体制を考慮しつつ、 施設の適正配置を図る。  

福祉施設については、 市町ごと に地域の核と なる福祉施設があり 、 それらを中心に、 その機能強化に努める。 また、

今後の高齢化社会に対応するため、 医療・ 社会福祉施設の都市拠点への誘導に努める。  

 

 

ｆ ） 市場およ び火葬場 

市場については、 彦根市に彦根総合地方卸売市場および長浜市に長浜地方卸売市場があり 、 現状分析を的確に行いな

がら施設の適切な運用に努める。  

火葬場については、 長浜市にこもれび苑、 多賀町に紫雲苑があり 、 環境に配慮しつつ、 適切な施設の維持管理に努め

る。  

 

ｆ ） 市場およ び火葬場 

市場については、日常物資に関する 効率的な機能を確保する ため、適切な卸売り 機能の維持・ 改善に努める 。 

火葬場については、 需要の動向を見極めながら 、 適切な機能の確保に努める 。  

 

②主要な施設の配置、 整備の方針 

ａ ） 上水道 

上水道については、 彦根市、 長浜市、 米原市、 多賀町に浄水場ある いは水源地があり 、 こ れら 取水施設や送

水施設等の維持・ 充実に努める 。  

 

ｂ ） 汚物処理場 

汚物処理場については、 彦根市衛生処理場およ び湖北広域行政事務センタ ー第一プラ ント の２ 箇所がある

が、 施設の適切な維持管理に努める こ と によ り 、 下水道整備等と あわせて、 琵琶湖における 環境基準をでき る

だけ速やかに達成でき る よ う に取り 組んでいく 。なお、湖北広域行政事務センタ ー第一プラ ント については施

設が老朽化し ているこ と から 、 新し い汚泥再生処理センタ ーの整備を進める 。  

 

ｃ ） 廃棄物処理施設 

ごみ焼却場については、現在彦根市清掃センタ ーと 湖北広域行政事務センタ ーク リ ス タ ルプラ ザがあり 、適

切な維持管理に努める 。 なお、 彦根市清掃センタ ーについては施設が老朽化し ている こ と から 、 広域ごみ処理

施設の建設に向けた事業が進めら れており 、ク リ ス タ ルプラ ザについては「 湖北広域行政事務センタ ー施設整

備に関する 基本方針」 に基づき 新施設への移行を進めていく 。  

 

ｄ ） 教育・ 文化施設 

教育文化施設については、 身近な施設である 小学校をはじ め、 市町ごと の核になる 施設など、 よ り 強ま る

人々の文化ニーズに対応でき る よ う 、今後と も 引き 続き 施設の適切な運用に努める と と も に、都市拠点への再

配置も 検討する 。  

 
ｅ ） 医療・ 社会福祉施設 

医療施設については、核と なる 赤十字病院や市立病院から 地域密着型の診療所があり 、公的病院の充実や休

日、 夜間、 救急診療体制を考慮し つつ、 施設の適正配置を図る 。  

福祉施設については、市町ごと に地域の核と なる 福祉施設があり 、それら を中心に、その機能強化に努める 。

ま た、 今後の高齢化社会に対応する ため、 医療・ 社会福祉施設の都市拠点への誘導に努める 。  

 

ｆ ） 市場およ び火葬場 

市場については、彦根市に彦根総合地方卸売市場およ び長浜市に長浜地方卸売市場があり 、現状分析を的確

に行いながら 施設の適切な運用に努める 。  

火葬場については、長浜市に湖北広域行政事務センタ ーこ も れび苑、多賀町に彦根愛知犬上広域行政組合紫

雲苑があり 、 環境に配慮し つつ、 適切な施設の維持管理に努める 。  
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３ －３  市街地整備に関する 方針 

 

( 1)  主要な市街地整備の方針 

①市街地整備の抱える 課題 

本都市計画区域では、 古く から の市街地や農村集落などで、 公園の不足や幅員の狭い道路が多いこ と 、 市街

化区域内農地などの空閑地や未利用地が残っている こ と など、 防災面や居住環境面の課題を抱えている 。 同時

に、 彦根城周辺をはじ めと する 古く から の市街地や旧街道沿いの一部、 琵琶湖や河川沿いの一部では地域特性

の感じ ら れる 空間が残っており 、 個性ある まちづく り を展開する 上でこ う し た地域資源の活用が課題と なって

いる 。  

 

②市街地整備の方針 

地域資源と の調和を図り ながら 、 交通至便の立地を活かせていない低・ 未利用地、 活力の低下がみら れる 商

業地、 およ び建物の老朽化等が見ら れる 住宅地については、 地区計画制度を活用する などし て、 計画的に土地

区画整理事業などの市街地開発を推進し 、 暮ら し やすさ や個性・ 魅力が実感でき る まちづく り に努める 。  

こ れら 市街地の整備にあたっ ては、 可能な限り 、 避難地・ 避難路や延焼遮断帯の機能を確保する など防災性

の向上や、 路面や宅地の浸透性を高める など流域に対する 負荷を小さ く する 等の環境面にも 配慮し 、 あわせて

景観の向上にも 努める 。  

 

 

( 2)  市街地整備の目標 

本都市計画区域における 市街地のう ち、 現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむね 10 年以内に

実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね  10  年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業】  

市町名 地区名 事業手法 面積(ha) 備考 

彦根市 彦根駅東 土地区画整理事業 17.7 実施中 

長浜市 室 土地区画整理事業 17.0 予定 

長浜駅周辺 社会資本整備総合 

交付金事業 

180.0 実施中 

 

３ －３  市街地整備に関する 方針 

( 1)   主要な市街地整備の方針 

①市街地整備の抱える 課題 

本都市計画区域では、 古く から の市街地や農村集落などで、 公園の不足や幅員の狭い道路が多いこ と 、 市街

化区域内農地などの空閑地や未利用地が残っている こ と など、防災面や居住環境面の課題を抱えている 。同時

に、彦根城周辺をはじ めと する 古く から の市街地や旧街道沿いの一部、琵琶湖や河川沿いの一部では地域特性

の感じ ら れる 空間が残っており 、 個性ある ま ちづく り を展開する 上でこ う し た地域資源の活用が課題と なっ

ている 。  

 

②市街地整備の方針 

地域資源と の調和を図り ながら 、 交通至便の立地を活かせていない低・ 未利用地、 活力の低下がみら れる 商

業地、 およ び建物の老朽化等が見ら れる 住宅地については、 地区計画制度を活用する などし て、 計画的に土地

区画整理事業などの市街地開発を推進し 、 暮ら し やすさ や個性・ 魅力が実感でき る まちづく り に努める 。  

こ れら 市街地の整備にあたっては、 可能な限り 、 避難地・ 避難路や延焼遮断帯の機能を確保する など防災性

の向上や、路面や宅地の浸透性を高める など流域に対する 負荷を小さ く する 等の環境面にも 配慮し 、あわせて

景観の向上にも 努める 。  

 

 

( 2)   市街地整備の目標 

本都市計画区域における 市街地のう ち、 現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむね 10 年以内に

実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね 10 年以内に実施する こ と を 予定する 主要な事業】  

市町名 地区名 事業手法 面積( ha)  備考 

彦根市 
彦根駅周辺 社会資本整備総合交付金事業 303. 0 予定 

南彦根駅 都市再生整備計画事業 27. 3 実施中 

長浜市 

長浜市室町 土地区画整理事業 7. 4 実施中 

長浜市八幡東 土地区画整理事業 1. 3 実施中 

田村駅周辺 社会資本整備総合交付金事業 50. 7 実施中 

湖の辺のまち

長浜未来ビジ

ョ ン 

社会資本整備総合交付金事業 100. 0 実施中 

木之本宿 社会資本整備総合交付金事業 86. 0 実施中 
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３ －４  自然的環境の整備または保全に関する 方針 

( 1)  基本方針 

①自然的環境の特徴と 保全およ び整備の基本方針 

本都市計画区域には、 琵琶湖国定公園の指定を受けている 琵琶湖や琵琶湖に浮かぶ多景島、 琵琶湖に流れ込

む姉川や天野川、 芹川や犬上川等の河川やそこ に生息する チョ ウ やホタ ル等の貴重な動植物が生息・ 生育する

他、 琵琶湖と 山地の間に形成さ れた沖積平野に広がる 農地や条里集落、 その中に散在的に分布する 丘陵地等に

よ る 美し い田園環境が存在し ている 。 また、 国宝彦根城の他、 長浜城跡などの城跡や、 大通寺、 多賀大社、 福

田寺をはじ めと する 多く の神社仏閣などの豊富な文化財があり 、 歴史的環境にも 恵まれている 。  こ れら の豊か

な自然的環境およ び歴史的環境と 共生し た都市づく り を進める ため、 市街地や集落内の社寺境内林や学校等公

共施設の緑も 含め、 風致地区制度等によ り 自然環境を適正に保全する 。 あわせて、 自然の豊かさ や美し さ を実

感でき る 交流・ ふれあいの空間整備を図る と と も に、 琵琶湖や河川の水辺、 里山や市街地後背の森林、 その間

に広がる 農地等を結ぶ水と 緑のネッ ト ワ ーク の形成を図る 。  

ま た、 潤いのある 生活環境の保持や都市景観の形成、 レク リ エーショ ン需要への対応、 ある いは災害時の避

難場所や救援活動の拠点の確保等を図る ため、 公園・ 緑地の計画的な整備に努める 。  

 

 

②計画水準 

都市計画区域およ び市街化区域に対し て、 緑地（ 注１ ） と し て確保する 目標水準は次表の通り と する 。  

【 緑地の確保目標水準】  

  平成 22 年（ 基準年）  平成 37 年（ 15 年後）  

緑地の確保目標量 おおむね 3,510ha おおむね 3,550ha 

都市計画区域に対する 割合 19.0％ おおむね 20％ 

市街化区域に対する 割合 79.2％ おおむね 80％ 

 

 

 

ま た、 本区域において、 都市計画公園等の施設と し て整備すべき 緑地の都市計画区域内人口一人あたり の目

標水準は、 次表のと おり と する 。  

【 都市計画公園等の施設と し て整備すべき 緑地の目標水準】  

  平成 22 年（ 基準年）  平成 37 年（ 15 年後）  

都市計画区域内人口

一人あたり の目標水準 
14.0 ㎡/人 15.5 ㎡/人 

（ 注１ ） 緑地： 都市公園・ 緑地等、 風致地区、 保安林およ び自然公園特別地域等 

  

３ －４  自然的環境の整備または保全に関する 方針 

( 1)   基本方針 

①自然的環境の特徴と 保全およ び整備の基本方針 

本都市計画区域には、琵琶湖国定公園の指定を受けている 琵琶湖や琵琶湖に浮かぶ多景島、琵琶湖に流れ込

む姉川や天野川、芹川や犬上川等の河川やそこ に生息する チョ ウ やホタ ル等の貴重な動植物が生息・ 生育する

他、琵琶湖と 山地の間に形成さ れた沖積平野に広がる 農地や条里集落、その中に散在的に分布する 丘陵地等に

よ る 美し い田園環境が存在し ている 。 ま た、 国宝彦根城の他、 長浜城跡などの城跡や、 大通寺、 多賀大社、 福

田寺をはじ めと する 多く の神社仏閣などの豊富な文化財があり 、 歴史的環境にも 恵まれている 。   

こ れら の豊かな自然的環境およ び歴史的環境と 共生し た都市づく り を進める ため、 市街地や集落内の社寺

境内林や学校等公共施設の緑も 含め、 風致地区制度等によ り 自然環境を適正に保全する 。 あわせて、 自然の豊

かさ や美し さ を実感でき る 交流・ ふれあいの空間整備を図る と と も に、 琵琶湖や河川の水辺、 里山や市街地後

背の森林、 その間に広がる 農地等を結ぶ水と 緑のネッ ト ワ ーク の形成を図る 。  

また、 潤いのある 生活環境の保持や都市景観の形成、 レ ク リ エーショ ン需要への対応、 ある いは災害時の避

難場所や救援活動の拠点の確保等を図る ため、公園・ 緑地など、まちの様々な緑と オープンス ペース について、

グリ ーンイ ンフラ と し ての効果を戦略的に高める と と も に、 それら の質およ び量の計画的な整備に努める 。  

 

②計画水準 

都市計画区域およ び市街化区域に対し て、 緑地（ 注１ ） と し て確保する 目標水準は次表の通り と する 。  

【 緑地の確保目標水準】  

 
令和2年 

（ 基準年）  

令和17年 

（ 15 年後）  

緑地の確保目標量 おおむね 3, 510ha おおむね 3, 550ha 

都市計画区域に対する 割合 19. 0％ おおむね 20％ 

市街化区域に対する 割合 79. 2％ おおむね 80％ 

 

ま た、本区域において、都市計画公園等の施設と し て整備すべき 緑地の都市計画区域内人口一人あたり の目標

水準は、 次表のと おり と する 。  

【 都市計画公園等の施設と し て整備すべき 緑地の目標水準】  

 
令和2年 

（ 基準年）  

令和17年 

（ 15 年後）  

都市計画区域内人口

一人あたり の目標水準 

14. 0 ㎡/人 15. 5 ㎡/人 

（ 注１ ） 緑地： 都市公園・ 緑地等、 風致地区、 保安林およ び自然公園特別地域等 
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(2)  主要な緑地の配置、 整備の方針 

本都市計画区域においては、 現在ある 豊かな緑と 水の存在や、 歴史的・ 文化的環境を活かし たま ちづく り の

推進を念頭に、 緑地の配置計画にあたっては、 主と し て環境保全系統、 レク リ エーショ ン系統、 防災系統、 景

観構成系統、 その他の系統の５ つの系統毎に緑地の適切な整備、 保全を図る 。  

 

①環境保全系統  

ａ ） 地域全体 

本都市計画区域の東部に連なる 山々は、 本区域の骨格と なり 、 琵琶湖の水源と なる 緑地であり 、 今後と も 保

全を図る と と も に、 琵琶湖、 姉川、 天野川、 芹川、 犬上川、 宇曽川、 愛知川等の河川緑地についても 、 治水計

画と 整合を図り ながら 、 多様な生き 物が生息する 豊かな水域と 水域に面する 水辺部一体の水・ 緑景観を保全し

ていく 。  

ま た、 彦根市の彦根山、 雨壺山、 大堀山、 佐和山およ び長浜市の田村山、 神田山、 米原市の磯山、 多賀町の

青龍山、 長浜市およ び米原市の横山等の市街地内およ び、 市街地周辺部の斜面緑地については、 都市住民の身

近な緑地と し て都市環境に寄与する と こ ろが大き いため、 風致地区制度等によ り 保全を図る と と も に、 特に枢

要な区域については都市計画公園と し て、 保全を図る 。  

 

②レク リ エーショ ン系統  

ａ ） 地域全体 

本都市計画区域の有する 豊かな水と 緑を活かし たレ ク リ エーショ ンニーズや広域的なス ポーツニーズに応え

る ため、 都市基幹公園（ 注１ ） である 豊公園を琵琶湖沿いに、 金亀公園・ 千鳥が丘公園・ 荒神山公園（ 以上総

合公園） 、 特殊公園である 八条山公園・ 神田山公園・ 石田山公園・ 赤坂公園を、 丘陵地を含む形で配置し 、 整

備を図る 。  

ま た、 琵琶湖沿いおよ び姉川、 天野川、 芹川、 犬上川、 宇曽川、 愛知川の各河川沿いに緑地を配置・ 整備す

る と と も に、 地域内の文化財や主要施設も 含め、 それら の公園・ 緑地・ 施設間を結び連携の充実を図る 。  

 

 

 

 

ｂ ） 市街地 

住民にと って身近な憩いの場や安心し て遊べる 場と し て、 また休息や運動等の場と し て利用でき る 住区基幹

公園（ 注２ ） を人口や土地利用の動向およ び都市施設の配置を勘案し て適切に配置する 。  

 

③防災系統 

滋賀県域は、 琵琶湖西岸断層帯等の活動によ る 直下型地震や南海・ 東南海地震によ る 被害が懸念さ れる こ と

から 、 防災対策を進める 必要がある 。  

 

( 2)   主要な緑地の配置、 整備の方針 

本都市計画区域においては、 現在ある 豊かな緑と 水の存在や、 歴史的・ 文化的環境を活かし たま ちづく り の推

進を念頭に、 緑地の配置計画にあたっては、 主と し て環境保全系統、 レ ク リ エーショ ン系統、 防災系統、 景観構

成系統、 その他の系統の５ つの系統毎に緑地の適切な整備、 保全を図る 。  

 

①環境保全系統 

ａ ） 地域全体 

本都市計画区域の東部に連なる 山々は、 本区域の骨格と なり 、 琵琶湖の水源と なる 緑地であり 、 今後と も 保

全を図る と と も に、 琵琶湖、 姉川、 天野川、 芹川、 犬上川、 宇曽川、 愛知川等の河川緑地についても 、 治水計

画と 整合を図り ながら 、多様な生き 物が生息する 豊かな水域と 水域に面する 水辺部一体の水・ 緑景観を保全し

ていく 。  

また、 彦根市の彦根山、 雨壺山、 大堀山、 佐和山およ び長浜市の田村山、 神田山、 米原市の磯山、 多賀町の

青龍山、 長浜市およ び米原市の横山等の市街地内およ び、 市街地周辺部の斜面緑地については、 都市住民の身

近な緑地と し て都市環境に寄与する と こ ろが大き いため、風致地区制度等によ り 保全を 図る と と も に、特に枢

要な区域については都市計画公園と し て、 保全を図る 。  

 

②レ ク リ エーショ ン系統 

ａ ） 地域全体 

本都市計画区域の有する 豊かな水と 緑を 活かし たレ ク リ エーショ ンニーズや広域的なス ポーツニーズに応

える ため、 都市基幹公園（ 注１ ） である 豊公園を琵琶湖沿いに、 金亀公園・ 千鳥が丘公園・ 荒神山公園（ 以上

総合公園）、 特殊公園である 八条山公園・ 神田山公園・ 石田山公園・ 赤坂公園を、 丘陵地を含む形で配置し 、

整備を図る 。  

また、 琵琶湖沿いおよ び姉川、 天野川、 芹川、 犬上川、 宇曽川、 愛知川の各河川沿いに緑地を配置・ 整備す

る と と も に、 地域内の文化財や主要施設も 含め、 それら の公園・ 緑地・ 施設間を結び連携の充実を図る 。  

「 彦根総合ス ポーツ公園」 については、 第１ 種陸上競技場等を備えたス ポーツの拠点と する と と も に、 緑や

オープンス ペース を活用し たレ ク リ エーショ ンなど多様な機能をも ち、 すべての人々が気軽に利用でき る 場

と する ため、 都市公園と し て再整備する 。  

 

 

ｂ ） 市街地 

住民にと っ て身近な憩いの場や安心し て遊べる 場と し て、 ま た休息や運動等の場と し て利用でき る 住区基

幹公園（ 注２ ） を人口や土地利用の動向およ び都市施設の配置を勘案し て適切に配置する 。  

 

③防災系統 

滋賀県域は、 琵琶湖西岸断層帯等や柳ヶ 瀬・ 関ヶ 原断層帯、 湖北山地断層帯の活動によ る 直下型地震や南海

ト ラ フ巨大地震によ る 被害が懸念さ れる こ と から 、 防災対策を進める 必要がある 。  

また、 近年の異常気象によ る 豪雨などによ り 災害が激甚化・ 頻発化し ており 、 治水、 土砂災害防止対策、 た

め池等の防災減災対策などの予防的防災対策が未整備の地域では、 社会イ ンフ ラ のほか家屋や農地などに大

き な被害が発生し ている 。  
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ａ ） 自然地域 

水害およ び土砂災害の防止のため、 水源かん養機能を有する 森林およ び農地等の保全を図る 。  

 

ｂ ） 市街地 

地震、 火災等の非常災害時における 安全を確保する ため、 避難地、 消防拠点、 延焼防止のための公園・ 緑地

を適正に配置する 。 また、 既存の樹林地や河川については、 火災延焼防止緑地と し て保全を図る 。  

 

 

④景観構成系統 

 ａ ） 自然地域 

琵琶湖湖岸の湖面、 砂浜と 一体になって広がる 松並木をはじ め、 市街地後背地の山々の緑、 またそれら を結

ぶ姉川の河川景観形成地区に指定さ れている 豊かな自然的景観、 彦根市市街地内を流れる 芹川のケヤキ並木と

桜並木、 およ び周辺の田園地帯や一部丘陵地と 一体になって琵琶湖に注ぐ 河川の風景は、 本都市計画区域の代

表的なふる さ と 景観と なっており 、 こ れら 原風景の保全・ 育成を図る 。  

 

ｂ ） 市街地 

彦根駅、 南彦根駅、 長浜駅、 米原駅をはじ めと する 鉄道駅周辺や役所・ 役場、 商店街周辺など、 本都市計画

区域を構成する 各市町を代表する 顔と も 言う べき 区域については、 市街地整備と と も に公共空地の確保と 緑化

に努め、 公共施設や建築物などと 合わせた地域一帯の都市景観の形成に努める 。  

 

ｃ ） 拠点 

彦根市の金亀公園、 長浜市の豊公園については、 本都市計画区域の核と なる 公園であり 、 両公園と も 城址を

含む公園である こ と から 、 歴史的・ 文化的景観と し ての重要性を考慮し た景観形成に努める 。  

 

⑤その他の系統 

 ａ ） 地域全体 

本都市計画区域には、 彦根城天守、 千代神社本殿、 大通寺本堂等の文化財をはじ め、 彦根城跡等の史跡、 玄

宮楽々園、 大通寺含山軒、 多賀大社奥書院庭園、 青岸寺庭園、 福田寺庭園等の名勝等が豊富に存在し 、 こ れら

と 一体になった良好な緑の空間が存在し ている 。 こ れら の地域では、 優れた地域資源の保全・ 充実を図る と と

も に、 歴史・ 文化資源と 水際空間を結ぶ整備を行いネッ ト ワ ーク の形成を図る 。  

ｂ ） 市街地 

彦根市およ び長浜市の中心市街地、 各市町の商店街周辺、 観光資源が集積する 区域など、 本都市計画区域内

外から 多く の人々が集ま る 区域については、 それら 観光資源等と 一体的、 総合的に施設・ 景観整備に努める 。  

     

（ 注１ ）  都市基幹公園： 都市公園のう ち、 都市の骨格を形成する 大規模な公園であり 、 市民全般を対象と

し たも の。 総合公園や運動公園。  

（ 注２ ）  住区基幹公園： 住民の生活行動圏域によ って配置さ れる 比較的小規模な公園で、 都市計画で位置

付けら れた、 街区公園、 近隣公園、 地区公園。  

 

ａ ） 自然地域 

水害およ び土砂災害の防止のため、 水源かん養機能を有する 森林およ び農地等の保全を図る 。  

 

ｂ ） 市街地 

地震、 火災等の非常災害時における 安全を 確保する ため、 避難地、 消防拠点、 延焼防止のための公園・ 緑地

を適正に配置する 。  

また、 既存の樹林地や河川については、 火災延焼防止緑地と し て保全を図る 。  

 

④景観構成系統 

ａ ） 自然地域 

琵琶湖湖岸の湖面、 砂浜と 一体になって広がる 松並木をはじ め、 市街地後背地の山々の緑、 ま たそれら を結

ぶ姉川の河川景観形成地区に指定さ れている 豊かな自然的景観、 彦根市市街地内を流れる 芹川のケヤキ並木

と 桜並木、およ び周辺の田園地帯や一部丘陵地と 一体になって琵琶湖に注ぐ 河川の風景は、本都市計画区域の

代表的なふる さ と 景観と なっ ており 、 こ れら 原風景の保全・ 育成を図る 。  

 

ｂ ） 市街地 

彦根駅、 南彦根駅、 長浜駅、 米原駅をはじ めと する 鉄道駅周辺や役所・ 役場、 商店街周辺など、 本都市計画

区域を構成する 各市町を代表する 顔と も 言う べき 区域については、 市街地整備と と も に公共空地の確保と 緑

化に努め、 公共施設や建築物などと 合わせた地域一帯の都市景観の形成に努める 。  

 

ｃ ） 拠点 

彦根市の金亀公園、 長浜市の豊公園については、 本都市計画区域の核と なる 公園であり 、 両公園と も 城址を

含む公園である こ と から 、 歴史的・ 文化的景観と し ての重要性を考慮し た景観形成に努める 。  

 

⑤その他の系統 

ａ ） 地域全体 

本都市計画区域には、 彦根城天守、 千代神社本殿、 大通寺本堂等の文化財をはじ め、 彦根城跡等の史跡、 玄

宮楽々園、 大通寺含山軒、 多賀大社奥書院庭園、 青岸寺庭園、 福田寺庭園等の名勝等が豊富に存在し 、 こ れら

と 一体になった良好な緑の空間が存在し ている 。 こ れら の地域では、 優れた地域資源の保全・ 充実を図る と と

も に、 歴史・ 文化資源と 水際空間を結ぶ整備を行いネッ ト ワーク の形成を図る 。  

ｂ ） 市街地 

彦根市およ び長浜市の中心市街地、 各市町の商店街周辺、 観光資源が集積する 区域など、 本都市計画区域内

外から 多く の人々が集まる 区域については、 それら 観光資源等と 一体的、 総合的に施設・ 景観整備に努める 。 

 

（ 注１ ） 都市基幹公園： 都市公園のう ち、 都市の骨格を形成する 大規模な公園であり 、 市民全般を対象と し た

も の。 総合公園や運動公園。  

（ 注２ ） 住区基幹公園： 住民の生活行動圏域によ って配置さ れる 比較的小規模な公園で、 都市計画で位置付け

ら れた、 街区公園、 近隣公園、 地区公園。  
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旧 新 

( 3)  実現のための具体の都市計画制度の方針 

①都市計画公園・ 緑地等の配置、 整備方針 

本都市計画区域における 都市計画公園・ 緑地等については、 以下の方針に従い、 配置およ び整備に努める 。  

 

【 都市計画公園・ 緑地等の配置およ び整備方針】  

公園緑地等の種別 配置およ び整備の方針 

住区基幹公園 利用圏域人口、 誘致距離、 市街地の開発、 土地利用状況

およ び将来見通し 等を勘案し 、 適正な配置計画のも と 、

整備に努める。  

都市基幹公園 国体主会場である 彦根総合運動場については、 金亀公園を拡

大し、 重点的な整備に努める。  

その他の公園・ 緑地 緑化重点地区（ 注１ ） において、 公園等の整備に努める 。  

 

 

 

②風致地区等の指定方針 

本都市計画区域における 風致地区等については、 以下の方針に従い指定を図る。  

【 風致地区等の指定方針】  

公園緑地等の種別 指定方針 

風致地区 彦根市の山地部を主と し て、 長浜市、 米原市およ び多賀町

の山地部において、 自然地・ 景勝地の保全の観点から 約 

2,100ha が指定さ れ、ま た、彦根市、長浜市、米原市の一

部湖岸地域で は 、 琵琶湖周辺の 環境保全の た め 約 

500ha が指定さ れている 。 良好な自然環境に富む地域は

ほと んど風致地区と し て保全さ れており 、今後と も 各地区

の保全に努める。  

 

（ 注１ ） 緑化重点地区： 都市緑地保全法に基づき 、 市町村が策定する 緑の基本計画に定める 緑化の推進を重点

的に図る べき 地区。  

 

 

 

 

 

 

 

( 3)   実現のための具体の都市計画制度の方針 

①都市計画公園・ 緑地等の配置、 整備方針 

本都市計画区域における 都市計画公園・ 緑地等については、 以下の方針に従い、 配置およ び整備に努める 。 

【 都市計画公園・ 緑地等の配置およ び整備方針】  

公園緑地等の種別 配置およ び整備の方針 

住区基幹公園 利用圏域人口、 誘致距離、 市街地の開発、 土地利用状況およ

び将来見通し 等を勘案し 、適正な配置計画のも と 、整備に努

める 。  

都市基幹公園 
国ス ポ・ 障ス ポ主会場である 彦根総合運動場については、金

亀公園を拡大し 、都市公園「 彦根総合ス ポーツ公園」 と し て、

重点的な整備に努める 。  

その他の公園・ 緑地 
緑化重点地区（ 注１ ） において、 公園等の整備に努める 。  

 

②風致地区等の指定方針 

本都市計画区域における 風致地区等については、 以下の方針に従い指定を図る 。  

【 風致地区等の指定方針】  

公園緑地等の種別 指定方針 

風致地区 彦根市の山地部を主と し て、 長浜市、 米原市およ び多賀町の

山地部において、自然地・ 景勝地の保全の観点から 約2, 100ha

が指定さ れ、 また、 彦根市、 長浜市、 米原市の一部湖岸地

域で は、琵琶湖周辺の環境保全のた め約 500ha が指定さ

れている 。良好な自然環境に富む地域はほと んど風致地区と

し て保全さ れており 、 今後と も 各地区の保全に努める 。  

 

（ 注１ ） 緑化重点地区： 都市緑地保全法に基づき、 市町村が策定する 緑の基本計画に定める緑化の推進を重点

的に図る べき地区。  
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旧 新 

( 4)  主要な緑地の確保目標 

本都市計画区域における 都市計画公園・ 緑地等のう ち、 現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむね 

10 年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね  10  年以内に実施するこ と を予定する主要な事業】  

市町名 種 別 名 称 備考 

彦根市 総合公園 5･6･2 金亀公園 予定 

彦根市 近隣公園 3･3･10 河瀬公園 予定 

彦根市 街区公園 2･2･105 京町公園 予定 

長浜市 地区公園 4･4･3 神照運動公園 実施中 

米原市 地区公園 4･4･301 双葉公園 予定 

長浜市 緑化重点地区 中心市街地地区 実施中 

長浜市 緑化重点地区 田村駅周辺地区 予定 

 

 

( 4)   主要な緑地の確保目標 

本都市計画区域における 都市計画公園・ 緑地等のう ち、現在事業を実施し ている も のおよ び優先的におおむ

ね 10 年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業は次のと おり と する 。  

 

【 現在事業を実施し ている も のおよ びおおむね 10 年以内に実施する こ と を予定する 主要な事業】  

市町名 種 別 名 称 備考 

彦根市 総合公園 5･6･2 金亀公園 実施中 

彦根市 地区公園 4. 4. 5 稲枝公園 予定 

長浜市 地区公園 4･4･3 神照運動公園 実施中 

米原市 地区公園 4. 4. 303 磯公園 実施中 

長浜市 緑化重点地区 中心市街地地区 実施中 

長浜市 緑化重点地区 田村駅周辺地区 予定 
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３ －５  都市景観形成と 保全に関する 方針 

「 湖国風景づく り 宣言―ふる さ と 滋賀の風景づく り マス タ ープラ ン―」 に基づき 、 美し く 潤いのある 湖国の風

景を守り 育て、 次代に引き 継いでいく ため、 それぞれの地域の景観形成のための地域ごと 、 市町ごと の主体的な

まちづく り 、 なら びに広域的景観形成のための県市町間の連携、 官民協働を推進する 。  

本都市計画区域は、 彦根市、 長浜市、 米原市およ び多賀町等の伝統的なま ちなみ景観や、 彦根城、 大通寺、

県下の最高峰である 伊吹山をはじ めと する 山々等の豊かな自然、 歴史・ 文化資源を有し ており 、 こ れら の資源

を活かし 、 伝統的なまちなみ景観の保全と 調和する ま ちづく り を推進する 。  

 
( 1)  琵琶湖の良好な景観形成 

琵琶湖の景観を、 湖水面と それら を取り 巻く 風土が形作る 一体的なも のと し て捉えつつ、 個性ある 美し い景

観を保全する と と も に、 新たに良好な景観を育てる こ と によ り 、 一体的 かつ総合的な景観形成を図る も のと す

る 。  

 

( 2)  幹線道路沿道の景観形成 

一般国道 306 号、 一般国道 307 号、 一般国道 365 号、 大津能登川長浜線については、 それぞれの地域の特

性を活かし 、 沿道の状況に配慮し た景観形成を図る も のと する 。  

 

( 3)  歴史的、 文化的建造物の保全等 

歴史的、 文化的建造物を保全し 、 こ れと 周辺のまちなみが一体と なった良好な景観形成を図る 。  

 

３ －５  都市景観形成と 保全に関する 方針 

「 湖国風景づく り 宣言―ふる さ と 滋賀の風景づく り マス タ ープラ ン―」 に基づき 、 美し く 潤いのある 湖国の風

景を守り 育て、 次代に引き 継いでいく ため、 それぞれの地域の景観形成のための地域ごと 、 市町ごと の主体的なま

ちづく り 、 なら びに広域的景観形成のための県市町間の連携、 官民協働を推進する 。  

本都市計画区域は、 彦根市、 長浜市、 米原市およ び多賀町等の伝統的なまちなみ景観や、 彦根城、 大通寺、 県

下の最高峰である 伊吹山をはじ めと する 山々等の豊かな自然、 歴史・ 文化資源を有し ており 、 こ れら の資源を活

かし 、 伝統的なま ちなみ景観の保全と 調和する まちづく り を推進する 。  

 

( 1)   琵琶湖の良好な景観形成 

琵琶湖の景観を、湖水面と それら を取り 巻く 風土が形作る 一体的なも のと し て捉えつつ、個性ある 美し い景

観を保全する と と も に、 新たに良好な景観を育てる こ と によ り 、 一体的 かつ総合的な景観形成を図る も のと

する 。  

 

( 2)   幹線道路沿道の景観形成 

一般国道 306 号、 307 号、 365 号、 大津能登川長浜線については、 それぞれの地域の特性を活かし 、 沿道の

状況に配慮し た景観形成を図る も のと する 。  

 

( 3)   歴史的、 文化的建造物の保全等 

歴史的、 文化的建造物を保全し 、 こ れと 周辺のま ちなみが一体と なった良好な景観形成を図る 。  

 

３ －６  防災に関する 方針 

( 1)   基本方針 

本区域では、 琵琶湖西岸断層帯や柳ヶ 瀬・ 関ヶ 原断層帯、 湖北山地断層帯等の活動によ る 直下型地震や南海

ト ラ フ巨大地震の被害が懸念さ れる 地域であり 、 浸水については、 姉川、 芹川、 犬上川等の河川や琵琶湖が大

雨によ り 氾濫し た場合の浸水想定区域と 、 中小河川などの身近な水路の氾濫を 考慮し た地先の安全度マッ プ

が示さ れている 。さ ら に、集中豪雨等によ る 山地崩壊や土砂流出が起こ る 危険性のある 急傾斜地なども 存在す

る 。  

そのため、「 地域防災計画」 に基づき 、 防災施設・ 防災体制の整備やハザード マッ プの周知等の災害対策に

よ り 、 災害に強い都市づく り を目指す。  

 

( 2)   防災の推進に関する 方針 

①地震・ 火災に強い都市づく り の推進 

震災等の災害に備え、まちを構造的につく り あげていく こ と が必要であり 、建築物の耐震化や耐火性の向上

の推進を図る 。 そのため公共建築物については、 十分な耐震性・ 耐火性の確保に努める と と も に、 民間建築物

についても 耐震診断や耐震補強の推進を図る 。  
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